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Abstract: In this study we investigated about images of teacher coach of school with university 
students when they were in club activities of junior high school or high school.
Over 70% teachers participated almost every opportunity for training or matches. They were got 
higher score for questionnaire of good teacher by students than the less participated teachers, e.g) 
ability of communication with students, splendor as a human.
From the students, who would be strongly engaged in club activities than a normal student, they 
have the more better image of the teacher who makes good relationship and have a good feeling, 
if the teachers participated to club activities more eagerly.
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仙台大学大学院 部活動指導論特講 履修者一同 







[1] 運動部 [2] 文化部 [3] 学校外のスポーツクラブなど [4] 何もしていなかった・思い出せない 




[1] 個人種目 [2] 団体種目（ダブルスなども含む） 
 
３． 部員数は全体でどのくらいでしたか？ 
[1] ９人以下 [2] 10～19 名以下 [3] 20～29 名以下 [4] 30 名以上 
 
４． 部活動、もしくはあなた自身の戦績はどの程度でしたか？ 
[1] 地区大会出場 [2] 県大会出場 [3] ブロック大会（地方大会）出場 




[1] 毎回ほとんど出ていた [2] 半々くらい [3] ほとんど出てこなかった 
 
６． その先生は、土日や休暇期間中等、休日の練習はどの程度出てきましたか？ 
[1] 毎回ほとんど出ていた [2] 半々くらい [3] ほとんど出てこなかった 
 
７． その先生は、公式試合や大会にはどの程度出てきましたか？ 







[1]全くそうではなかった [2] あまりそうではなかった [3] ややそうだった 
[4]かなりその通りだった [5] 全くその通りだった   [6] わからない 
 
８．あなたとコミュニケーションをとることができた 
９．あなたの保護者と連携できた 
10．教師自ら学ぶ意欲を持っていることが感じられた 
11．教師はあなたの日々の変化に気づいた 
12．教師は礼儀正しかった 
13．誰に対しても笑顔で明るく接していた 
14．わかりやすい指導をしていた 
15. 他の教職員と協力することができていた 
16．部活動以外の学校のきまりをあなたにきちんと守らせた 
17. 魅力的な部活動を計画することができていた 
18．あなたを含め、生徒の人格を尊重していた 
19. 部活動の指導に全力で取り組んでいた 
20. 他の指導者や関係者と積極的に意見交換していた 
21．部活動にかかわる信念を持っていた 
22．あなたを含め、生徒の成長に喜びを感じていた 
23. 地域の人々と連携することができていた 
24. 豊かな教養を備えていた 
25.学業面以外から自分のことを見てくれた 
26.卒業後も人間的なつながりができた 
27.他の教師よりも人間的に尊敬できた 
28.ともに活動に携わることができた 
29.ともに感動を得ることができた 
30.ともに同じ問題に取り組むことができた 
 
 質問は以上です。ご協力ありがとうございました。 
部活動指導頻度による教師観の違い
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